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Abstract
The purpose of this study was to examine a causal model about vocational motives of college students and workers. The model as-
sumes that behavioral inhibition/activation systems (BIS/BAS) affects vocational motives (exploratory/growth/human/status motiva-
tion) via innate/acquired resilience. We conducted online survey and analyzed data from 185 college students and 184 workers. The 
results showed that BIS negatively influenced resilience and growth motivation, while BAS positively influence resilience, explor-
atory, status and growth motivation. Innate resilience positively affected all four vocal motivations, and acquired resilience positively 
affected human motivation. The results implied behavioral activation and resilience are important for keeping vocational motives. We 
also examined effects of BIS/BAS, resilience and vocational motives on “fundamental competencies for working person”.
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1.  問題と目的

　近年、労働者を取り巻く環境が大きく変化しており、

若年失業率や早期離職率、転職率の増加、雇用労働者に

占める非正規雇用の割合の上昇など、雇用が不安定で流

動的になっている（厚生労働省， 2014）。青年期は学生か

ら社会人への大きなキャリア・トランジションを経験す

る時期であり、この時、最初のキャリア構築に困難を抱

える者が増加していることが社会問題となっている。経

済産業省（2006）はこうした青年期のキャリア不適応問

題を踏まえ、職業人としての資質や能力の向上、キャリ

アへの関心・意欲の高揚を通じた学習意欲の向上などを

目的とし、高等教育における「社会人基礎力」の育成を

推進している。一方、成人・熟年期においても、雇用の

不安定化・流動化はキャリア・トランジションとそれに

伴うキャリア適応の機会を上昇させている。キャリア・

トランジションは新たなアイデンティティを確立する

チャンスであると同時に、アイデンティティの混乱や苦

悩・不安といった課題に直面する危機でもある （二村， 
2015）。こうした危機を克服できない場合、就業すること

に対する動機付けが低下し、失業や離職を引き起こす可

能性が考えられる。危機の克服に関わる要因を明らかに

し、それらが就業に対する動機や社会人としての能力に

どのような影響を与えるかを検討することは、キャリア

構築の問題を捉える際に重要だといえる。

1.1  キャリア適応とレジリエンス

　Savickas （2005; Savickas & Porfeli, 2012）はキャリア構築

理論（Career Construction Theory）の中で、キャリア・ト

ランジションにおけるさまざまな課題に対処するための

レディネス、リソースとしてキャリア・アダプタビリティ

（Career Adapt-ability）という概念を提唱している。キャリ

ア・アダプタビリティは、キャリアへの関心や、自らキャ

リアを構築できるという統制感や自己効力感、新たな環

境への好奇心といった要因からなっており、個人の資質

だけによるものではなく、個人と経験・環境との相互作

用による心理－社会的なリソースであるとしている。

　キャリア・アダプタビリティに関連する心理特性とし

て、レジリエンス（Resilience）が挙げられる（Bimrose & 
Hearne, 2012）。レジリエンスの定義は研究者によってさま

ざまであるが、Grotberg（2003）は、レジリエンスとはショッ

クな出来事や困難で危機的な出来事による心的な被害を

防ぎ、克服させる力であり、誰もがレジリエンスを持ち・

高めることができると述べている。また、Bonanno（2005）
は、レジリエンスの高い人は危機に直面してもすぐに平

常と同じように機能することができるとし、レジリエン

スは周囲の人のサポートといった環境要因や、柔軟さと

いった個人要因によって高まるとしている。レジリエン

スには様々な要因が関連するが、その中には生得的な傾

向が強い要因と獲得的傾向が強い要因とがあると考えら

れている。平野（2010）は二次元レジリエンス要因尺度
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を作成し、生得的な傾向が強い資質的レジリエンスを楽

観性、統御力、社交性、行動力の 4 要因、後天的に身に

つつけられる獲得的レジリエンス要因を問題解決志向、

自己理解、他者心理の理解の 3 要因としている。

　レジリエンスは、キャリア・トランジションに伴う危

機に対処し、変化に適応する際にもはたらくと考えられ、

レジリエンスの高さがキャリア適応（Bimrose & Hearne, 
2012） やキャリアの満足度を高めること（Lounsbury, 
Loveland, Sundstrom, Gibson, Drost & Hemrick, 2003）、学生

のキャリア移行に際してレジリエンスが重要であること

が指摘されている （Murphy, Blustein, Bohlig & Platt, 2010）。
また、レジリエンスはキャリアモチベーションの下位概

念ともみなされており、キャリア環境の変化への適応力

（London, 1993）、ネガティブな仕事状況に対処する能力

（Grzeda & Prince, 1997）と位置付けられている。児玉（2015）
はキャリア・レジリエンスをキャリア形成が脅かされる

リスクに直面した時、そのリスクに対処してキャリア形

成を促す働きをする心理特性と定義し、その構成要因と

してチャレンジ、ソーシャルスキル、新奇・多様性、未

来志向、援助志向の因子をあげている。

1.2  就業動機

　内閣府（2008）の調査によれば、働く目的の理由とし

て経済理由、生き甲斐、社会貢献、自己実現があげられ

ている。岡田（2013）は、働くことに対する肯定的・否

定的側面には、生計の維持といった外的要因による動機

づけだけではなく、個性の発揮、役割実現といった内発

的で社会的な動機づけが大きく関係するとしている。安

達（1998）は就業動機を未入職者が将来の仕事状況に関

連してもつ動機、もしくは将来携わる職業的場面を想定

した動機と定義し、大学生の就業動機について次のよう

な 4 因子を見出した。第 1 因子は職業に関心を持ち、職

業的成功を収めるために積極的に行動する傾向である「探

索志向」、第 2 因子は仕事内容そのものよりも仕事を通し

た人間関係への興味からくる動機である「対人志向」、第

3 因子は仕事での社会的成功や名誉を求める「上位志向」、

第 4 因子は内的価値を優先させ、困難な作業を自力でや

り遂げようとする動機である「挑戦志向」である。安達

（1998）の研究は大学生の就業動機を検討したものだが、

キャリアの流動化が激しい現代においては、社会人にお

いても就業動機を高く保つことが重要だと考えられる。

　動機づけの生得的・気質的な特性を説明する理論とし

て、Gray （1970）の強化感受性理論がある。この理論で

は、罰と報酬に対する感受性の違いから、罰への回避・

行動の抑制を動機づける行動抑制系（Behavioral Inhibition 
System: BIS）と、報酬への接近・行動の解発を動機づけ

る行動賦活系（Behavioral Activation System: BAS）の二つ

の動機づけシステムを定義している。この接近・回避傾

向を調べる尺度として Carver & White （1994）による BIS 
/ BAS scale があり（日本語版：高橋・山形・木島・繁桝・

大野・安藤， 2007）、BIS と神経症傾向や損害回避の間に

正の相関、BAS と外向性や新奇性追求の間に正の相関が

みられている。接近・回避動機とレジリエンスとの関係

について、Genet & Siemer （2011）はレジリエンスと認知・

感情処理の柔軟さに関する研究の中で、レジリエンス特

性が BAS とは正の関連を示すが、BIS とは関連しないこ

とを示している。また、就職活動と BIS/BAS との関連に

ついて、Yang & Gysbers（2007）は、就職活動中の自己

効力感の減少やストレスの増加は BIS と正の関係、BAS
と負の関係があることを示し、Li, Guan, Wang, Zhou, Guo, 
Jiang & Fang（2015）は就職活動への探究心は BAS が高い

ほど強くなり、また、キャリア・アダプタビリティがそ

の効果を媒介することを明らかにした。

1.3  本研究の目的

　本研究では個人の気質的な特性である回避（BIS）、接

近（BAS）と、レジリエンスの資質的・獲得的側面が就

業動機にどのように影響するかを明らかにし、また、こ

れらの要因と社会人基礎力との関連を探索的に検討する

ことを目的とする。レジリエンスはキャリア形成の危機

を克服する力となり、就労に対する動機づけを高く保つ

役割を果たすことが考えられる。また、先行研究では

BIS、BAS がキャリア・アダプタビリティを介して就職

活動への意識に影響することが示されていたが （Li et al., 
2015）、今回は BIS、BAS という気質的要因が、レジリエ

ンスという危機への対処能力を介して、社会的な動機で

ある就業動機にどのように関連するかを明らかにしてい

く。本研究では大学生だけではなく、社会人についても

就業動機に BIS、BAS とレジリエンスが与える影響を検

討していく。さらに、これらの要因と社会人基礎力（前

に踏み出す力、考え抜く力、チームで働く力）の関係を

明らかにすることで、個人の心理特性を考慮した社会人

基礎力の育成方略の検討が可能になると考えられる。

　Genet & Siemer（2011）において、レジリエンスが BAS
とは正の関係があるが、BIS とは有意な関連が見られない

ことが示されており、本研究においてもレジリエンスは

BAS のみと関連する可能性が考えられる。BIS、BAS と

就業動機の関連について、BIS の特徴である回避傾向や外

向性の低さは、就業動機の上位志向、挑戦志向や対人志

向と負の関係をもつと考えられる。一方、BAS の特徴で

ある行動の解発、報酬への接近、外向性は、就業動機の

探索志向、上位志向、対人志向と正の関係を示すと考え

られる。レジリエンスと就業動機の関係については、資

質的レジリエンスの社交性・行動力といった側面は積極

的な職業探索を動機付け、探索志向、対人志向を高める

ことが予測される。獲得的レジリエンスのもつ問題解決

志向や自己理解という特徴は、困難な問題に挑戦し自分

の興味を追求する挑戦志向を高めることが考えられる。

2.  方法

2.1  調査対象者

2.1.1  大学生

　中部地方の工業系大学に通う学生 201 名を対象に調査

を行った。そのうち、回答に不備のない 185 名分のデー
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タについて分析を行った（Mage = 19.7, SDage = 1.38, 男性

174 名， 女性 11 名）。今回はキャリア教育授業の受講生（66
名）、未受講生（119 名）をまとめて分析した。

2.1.2  社会人

　クラウドソーシングシステム（Crowd Works: https://
crowdworks.jp/dashboard）を通して参加者募集を行った。

回答者は 298 名であり、今回の分析では、回答に不備が

なく、現在就労中の 184 名を分析対象とした（Mage = 37.2, 
SDage = 9.56, 男性 77 名， 女性 107 名）。

2.2  調査手続

　質問項目の提示、および回答の収集は Web 上の調査シ

ステム（Survey Monkey: https://jp.surveymonkey.com/）を用

いて行った。

2.2.1  大学生

　授業時間に Web 調査ページの URL の書かれた用紙を配

布し、各自でアクセス・回答をするよう求めた。調査参

加者にはコースクレジットに部分加点されることを伝え

た。

2.2.2  社会人

　クラウドソーシングシステム（Crowd Works: https://
crowdworks.jp/dashboard）に調査の概要と回答用ページの

URL を提示し、参加・回答を求めた。調査参加者には 80
円の報酬が支払われることを伝えた。調査はすべて匿名

で行い、回答者の氏名といった個人が特定できる情報は

収集しなかった。

2.3  調査項目（1） 
2.3.1  レジリエンス

　平野（2010）による二次元レジリエンス要因尺度（21
項目、5 件法）を用いた。下位尺度は生得的な気質と関連

する「資質的レジリエンス要因」と、後天的な性格と関

連する「獲得的レジリエンス要因」の 2 次元に分けられ

ている。

2.3.2  BIS/BAS
　高橋ら （2007）の BIS/BAS 尺度（20 項目、4 件法）を

用いた。

2.3.3  就業動機

　安達（1998）の就業動機尺度（38 項目、5 件法）を使

用した。この尺度は大学生の就業動機を「探索志向」、「対

人志向」、「上位志向」、「挑戦志向」の 4 次元から測定し

ている。今回、社会人を対象に実施する際は、現在の仕

事に対する動機を反映できるよう項目の内容を改変した

（例：将来就こうと考えている職業に関する情報には興味

がある→現在就いている職業に関する情報には興味があ

る） 。

2.3.4  学校適応感

　大久保（2005）による青年用適応感尺度を用いた（30
項目、5 件法）。この尺度は「居心地の良さの感覚」、「課

題・目的の存在」、「被信頼・受容感」、「劣等感の無さ」

の 4 因子から構成されている。今回は、学校環境への適

応感を測定するため、大学生への実施に際しては、質問

項目の文頭に「大学において」という文を付け加えてい

る。また、社会人に対しては質問項目の文頭に「学生時代」

という文を付け加え、学生時代を想起して回答するよう

求めた。

2.3.5  学業と職業の接続

　半沢・坂井（2002）の学業と職業の接続意識尺度より、

現実接続意識についての 7 項目（5 件法）を用いた。大

学生に対しては現在の自分自身にどの程度あてはまるか、

社会人に対しては現在の仕事と学生時代の学業について

どの程度あてはまるかを回答するよう求めた。

2.3.6  学業と職業の重なり合いイメージ

　学業と職業との関係について、重なり合いの異なる 7
種類のベン図を提示し（1. 全く重なっていない～ 7. 非常

に重なり合っている）、学業と職業の関係のイメージに

もっとも近い図を選択するよう求めた。学生に対しては

希望する職業と現在の学業経験との関係をイメージし、

社会人に対しては現在の職業と学生時代の学業について

の関係をイメージするよう教示した。

2.3.7  社会人基礎力

　浜銀総合研究所、経済産業省による「平成 24 年度、キャ

リア教育の充実と普及に関する調査」より社会人基礎力

に関する質問 15 項目を用いた。それぞれの項目について、

どの程度、身についていると思うかを 5 件法（1. 身につ

いていない～ 5. 身についている）で回答するよう求めた。

また、学生に対しては「学生生活で身につけたい能力を 3
つ」、社会人に対しては「学生生活で身についたと思う能

力を 3 つ」それぞれ選択するよう求めた。

2.3.8  就労状況

　社会人に対して、①就労経験、② 就労形態、③業種、

④勤続年数、⑤年収、⑥仕事の満足度、⑦最終学歴、⑧

専門分野を尋ねた。仕事の満足度については、仕事内容、

職場の人間関係、勤務条件についてどの程度満足してい

るかを「1. 満足していない～ 5. 満足している」の 5 件法

で回答するよう求めた。

3.  結果

3.1  各尺度の基礎統計量

　各尺度の平均値、分散、Cronbach の α 係数を表 1 に示

した。社会人基礎力については、15 項目の質問に対して

主因子法・プロマックス回転による因子分析を行い、3 因

子 12 項目を抽出した（因子寄与率 59.4 %）。第 1 因子は「物

事に進んで取り組む；目的を設定し確実に行動する；課



90 中村 紘子他：就業動機に BIS/BAS およびレジリエンスがあたえる影響

人間環境学研究　第 13 巻 1 号

題の解決に向けたプロセスを明らかにし準備する；他人

に働きかけ巻き込む；自分の意見を分かりやすく伝える；

社会や地域で起こっていることについて関心を持ってい

る」といった 6 項目から構成されており、社会人基礎力

での前に踏み出す力と近い概念と考えられることから、

「自ら行動する力」と命名した。第 2 因子「意見の違いや

立場の違いを理解する；相手の意見を丁寧に聴く；自分

と周囲の人々や物事の関係を理解する；社会のルールや

人との約束を守る；自分なりに考える」といった 5 項目

からなっており、チームで働く力と近い概念が集まって

いることから「チームワーク」と命名し、第 3 因子は「将

来働くことに対して意欲・関心を持っている；将来の夢

や目標を持っている」の 2 項目から構成されていること

から「未来志向」と命名した。

3.2  因果モデルの検討

　BIS/BAS、レジリエンスが就業動機に与える影響を検

討するため、学生・社会人それぞれにおいて多母集団同

時分析を行った。レジリエンス、就業動機の下位尺度間

に相関がみられたため、下位尺度間の誤差変数に相関を

仮定した。適合度指標は χ2 (16) = 21.2, p = .17, GFI = .99, 
AGFI = .94, CFI = .99, RMSEA = .07, AIC= 133.1 であり、十

分な値が示された。

　図 1 は大学生における結果である。BIS は資質的レジリ

エンス、獲得的レジリエンス、挑戦志向に対して負の影

響を与えていた。BAS は資質的レジリエンス、獲得的レ

ジリエンス、探索志向、上位志向、挑戦志向にいずれも

正の影響を示した。資質的レジリエンスは探索志向、対

人志向、上位志向、挑戦志向に正の影響を、獲得的レジ

リエンスは対人志向に正の影響を与えていた。

　社会人における結果を図 2 に社会人に示した。BIS は

資質的レジリエンス、獲得的レジリエンスに対して負の

影響を与えていた。BAS は資質的レジリエンス、獲得的

レジリエンス、上位志向、挑戦志向に正の影響がみられ

学生 社会人

尺度項目 M SD α M SD α

二次元レジリエンス要因尺度

資質的レジリエンス 3.4 0.7 .79 3.2 0.8 .86

獲得的レジリエンス 3.5 0.6 .67 3.5 0.7 .76

BIS/BAS 尺度

BIS 3.3 0.7 .78 3.4 0.6 .83

BAS 3.0 0.5 .82 3.0 0.6 .85

就業動機尺度

探索志向 3.7 0.8 .87 3.3 0.9 .92

対人志向 3.4 0.8 .85 2.9 0.9 .88

上位志向 3.5 0.8 .82 3.0 0.9 .84

挑戦志向 3.4 0.7 .79 3.3 0.8 .80

社会人基礎力

自ら行動する力 3.1 0.8 .80 3.3 0.7 .82

チームワーク 3.9 0.7 .79 3.9 0.7 .82

未来志向 3.4 1.0 .71 3.4 1.1 .82

表 1：各尺度の基礎統計量

BIS

BAS

資質的
レジリエンス

獲得的
レジリエンス

探索志向

対人志向

上位志向

挑戦志向

e

e

e

e

e

e

-.27***

-.17*

.29***

.23**

.30***
.30***

.22**

.30**

.28***

.20**

.18*

-.14**

.16*

図 1：大学生における BIS/BAS, レジリエンス、就業動機の因果モデル

注：*** p < .001, ** p < .01, * p < .05
　　数値は標準回帰係数 ; 破線は誤差相関
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た。資質的レジリエンスは探索志向、対人志向、上位志向、

挑戦志向に正の影響を、獲得的レジリエンスは対人志向

に正の影響を与えていた。大学生と社会人のパス係数を

比較したところ、BIS から資質的レジリエンスへの影響が、

社会人で有意に大きかった。

3.3  社会人基礎力への影響の検討

　社会人基礎力と BIS/BAS、レジリエンス、就業動機の

関係を検討するため、学生・社会人それぞれにおいて社

会人基礎力の各因子を応答変数とするステップワイズ法

による重回帰分析を行った（表 2）。大学生では、自ら行

動する力に資質的レジリエンス、挑戦志向、獲得的レジ

リエンスが正の影響、チームワークに獲得的レジリエン

ス、探索志向、BAS が正の影響、未来志向に探索志向と

資質的レジリエンスが正の影響を示した。社会人におい

ては、自ら行動する力に資質的レジリエンス、獲得的レ

ジリエンス、探索志向が正の影響、チームワークに獲得

的レジリエンスと資質的レジリエンスが正の影響、未来

志向に探索志向と資質的レジリエンス、挑戦志向が正の

影響を与えることが示された。

4.  考察

4.1  BIS/BAS, レジリエンス、就業動機

　本研究では BIS/BAS、レジリエンスと就業動機、およ

び社会人基礎力の関係について、大学生と社会人を対象

に検討を行った。BIS/BAS からレジリエンス、就業動機

への因果モデルについての多母集団同時分析の結果、大

学生と社会人間で、BIS から資質的レジリエンスのパス

係数に有意差がみられ、社会人のほうが BIS から資質的

レジリエンスへの負の影響が有意に大きかった。しかし、

いずれの群でも BIS は資質的レジリエンスに負の影響を

示しており、大学生・社会人で因果モデルの影響のパター

ンに大きな違いはないと言える。よって、因果モデルに

ついては、大学生・社会人を併せて考察を行っていく。

　レジリエンスとBIS/BASとの関係について、BISは資質・

獲得的レジリエンスに負の影響、BAS は資質・獲得的レ

ジリエンスに正の影響を与えることが明らかになった。

BIS のもつ不安の高さ、損害回避という傾向は、資質的レ

ジリエンスの楽観性、行動力という傾向や、獲得的レジ

リエンスの問題解決といった傾向にネガティブに作用し、

一方、BAS の駆動性、新奇性追求、報酬反応性、刺激追

求といった特性は資質的レジリエンス、獲得的レジリエ

ンスにポシティブな影響を与えたといえる。また、BIS/
BAS という気質的で生物学的な特性が獲得的レジリエン

スにも影響を与えたことは、問題解決や自己理解、他者

理解といった能力の獲得の際にも接近・回避動機がはた

らく可能性を示唆している。BAS は行動を動機づけるこ

とで問題解決や自己・他者理解の機会を増加させるが、

BIS の回避傾向はこうした機会を減少させるものと考え

られる。Genet & Siemer（2011）ではみられなかったレジ

リエンスと BIS との関係が有意だった理由として、先行

研究で用いた Ego-Resiliency Scale（ER89; Block & Kremen, 
1996）、Connor Davidson Resilience Scale（CDRISC; Connor 
& Davidson, 2003）はどちらも一因子でレジリエンス特性

BIS

BAS

資質的
レジリエンス

獲得的
レジリエンス

探索志向

対人志向

上位志向

挑戦志向

e

e

e

e

e

e

-.41***

-.17*

.36***

.20**

.26***
.24***

.11

.31**

.36***

.27***

.18*

-.09

.13†

図 2：社会人における BIS/BAS, レジリエンス、就業動機の因果モデル

注：*** p < .001, ** p < .01, * p < .05, †p < .10
　　数値は標準回帰係数 ; 破線は誤差相関
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を測定しているため、今回用いた二次元レジリエンス要

因尺度（平野， 2010）とは BIS/BAS 特性の影響の出方が

異なった可能性が考えられる。レジリエンスの定義は研

究者によって異なり、そのため多様な測定尺度があるが、

尺度間の整合性を検討していくことも必要だといえる。

　就業動機と BIS/BAS、レジリエンスの関連について、

職業への関心や積極的な探索を反映する「探索志向」は

資質的レジリエンス、BAS との間に正の関係がみられた。

このことは、資質的レジリエンスの行動力や BAS の駆動

性という傾向が、積極的な職業探索を方向づけることを

示している。職場での人間関係を重視する「対人志向」

は資質的・獲得的レジリエンスと正の関係がみられ、資

質的レジリエンスの社交性、獲得的レジリエンスの他者

心理の理解といった傾向が影響したといえる。一方、「対

人志向」と BIS, BAS との直接の関係がみられなかった

ことは、職場における人間関係の構築を志向させるには、

接近／回避の次元ではなく、人と親しくなる、他人の考

えを理解するといった能力が重要なことを示唆している。

「上位志向」は仕事による地位や評価を求める傾向であ

り、資質的レジリエンス、BAS が正の影響を与えていた。

BAS の欲しいものを手に入れようとする報酬反応性、資

質的レジリエンスの行動力といった特性が仕事での報酬

や名誉の獲得を動機づけると考えられる。「挑戦志向」は

自力で困難なことをやり遂げようとする傾向であり、BIS
とは負の関係、BAS、資質的レジリエンスとは正の関係

がみられた。BISは仕事上の困難さからの回避を方向づけ、

BAS や資質的レジリエンスの楽観性・統御力・行動力は

困難な仕事への挑戦を方向づけるといえる。

4.2  社会人基礎力への影響

　社会人基礎力への BIS/BAS、レジリエンス、就業動機

の影響について、大学生と社会人とでは異なる説明変数

の影響も示されたが、本稿では両者で共通する要因につ

いて考察を行い、社会人基礎力を高める一般的な要因に

ついて検討していく。「自ら行動する力」には、資質的・

獲得的レジリエンスの影響がみられた。BAS の影響が

みられなかったことから、自ら行動する力には単なる行

動解発ではなく、レジリエンスの持つ自らを統御し、問

題解決を志向しながら行動する傾向が重要だといえる。

「チームワーク」には獲得的レジリエンスの影響がみられ

たが、対人志向の影響はみられなかった。このことから、

チームワークには“人間関係の良い職場にいたい・人と

接したい”という動機ではなく、獲得的レジリエンスの

他者心理の理解、自己理解といった、相手と自分のこと

を考え行動する傾向が影響するといえる。「未来志向」に

は、探索志向・資質的レジリエンスの影響が有意であり、

職業への関心や将来に対する楽観性が未来志向を促進す

るといえる。

5.  まとめと今後の展望

　本研究の結果から、レジリエンスの高さが就業動機を

高めること、BAS はポシティブ要因、BIS はネガティ

ブな要因として直接・間接的に就業動機に影響を与える

ことが明らかとなった。行動の抑制・解発が就業動機に

対しても影響することは、行動活性化療法（Dimidjian, 
Barrera,  Martell, Muñoz, & Lewinsohn, 2011）といった回避

ではなく接近行動を促すアプローチを就業支援にも応用

表 2：社会人基礎力に対する BIS/BAS, レジリエンス、就業動機の重回帰分析結果

学生 社会人

応答変数 / 説明変数 Β SE   β p 応答変数 / 説明変数 Β SE   β p

自ら行動する力 自ら行動する力

intercept -.10 0.29 .72 intercept .44 0.244 .08

資質的レジリエンス .45 0.073 .39 .00 資質的レジリエンス .26 0.062 .28 .00

挑戦志向 .31 0.062 .30 .00 獲得的レジリエンス .36 0.069 .34 .00

獲得的レジリエンス .20 0.079 .16 .01 探索志向 .22 0.047 .27 .00

adjR2 = .43; F(3, 180) = 46.4, p < .001 adjR2 = .44; F(3, 178) = 47.4, p < .001

チームワーク チームワーク

intercept .99 0.311 .00 intercept 1.76 0.245 .00

獲得的レジリエンス .42 0.072 .38 .00 獲得的レジリエンス .36 0.074 .35 .00

探索志向 .23 0.061 .25 .00 資質的レジリエンス .27 0.065 .29 .00

BAS .19 0.085 .14 .03

adjR2 = .34; F(3, 180) = 32.6, p < .001 adjR2 = .30; F(2, 181) = 39.9, p < .001

未来志向 未来志向

intercept .02 0.378 .96 intercept -.07 0.293 .81

探索志向 .54 0.089 .40 .00 探索志向 .44 0.078 .39 .00

資質的レジリエンス .42 0.099 .28 .00 資質的レジリエンス .43 0.08 .32 .00

挑戦志向 .19 0.093 .14 .05

adjR2 = .31; F(2, 181) = 43.3, p < .001 adjR2 = .45; F(2, 181) = 51.4, p < .001
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できる可能性を示唆している。また、BAS が就業動機の

多くに直接的な効果を及ぼしていたことから、就業する

ことのポシティブな側面を示し、接近行動を促すキャリ

ア支援が有効だと考えられる。資質的レジリエンスはす

べての就業動機に影響した一方で、獲得的レジリエンス

は対人志向にのみ影響が有意であった。よって、就業動

機の高さには個人の資質の影響が大きいことが考えられ

る。ただし、資質的レジリエンスと獲得的レジリエンス

間には有意な相関が見られるため、レジリエンスの獲得

的な側面（問題解決、自己理解、他者心理の理解） を高め

ることで、資質的レジリエンスも高まり、就業動機にポ

シティブな影響を与えられると考えられる。

　最後に、この研究の問題点としてインターネット調査

の問題、およびサンプルの問題があげられる。眞嶋（2015）
は、オンライン研究に関するレビューの中で、クラウド

ソーシングサービス経由で収集したデータであっても十

分な信頼性があると述べている。また、中小企業庁（2014）
は、クラウドソーシングサービスの利用者数は 2013 年

で 91 万人を超え、利用者の年齢層は幅広く、個人の属性

も様々であるとしており、クラウドソーシングサービス

を用いることで、大学生に比べてサンプルの多様性が高

まり、研究結果の妥当性が高まる可能性がある。ただし、

オンラインで収集されたデータと実験室や質問紙で収集

されたデータの比較は主に欧米で行われており、日本人

参加者で比較した研究はほとんど無い。そのため、今回

のオンライン調査で得られたデータが従来の手法で集め

られたデータと一貫するか、また、クラウドサービスに

登録している参加者が偏りの無いサンプルかは不確実で

ある。今後、日本においてもオンライン研究の信頼性と

妥当性を検証することが必要だといえる。サンプルの問

題として、今回の調査に参加した大学生は工学系大学の

学生であり、ほとんどが男性であった。また、理系学部

は文系学部よりも一般に就職率が高く、専攻する学問分

野と就業内容が近いことが多いため、職業未決定やキャ

リア適応における困難が少ない可能性が考えられる。ま

た、社会人についても、サンプル数の関係上、正社員・派遣・

契約社員といった就業形態の安定性の違いや、転職経験

の有無、就職氷河期を体験したかなど、キャリア適応に

関する要因が検討できていない。今後はこういったキャ

リアに関する外的要因が、レジリエンス、就業動機といっ

た個人の内的要因にどのように影響するかも明らかにす

る必要がある。

注
（1） 本稿では、レジリエンス、BIS/BAS、就業動機および

社会人基礎力の結果について分析・考察を行う。
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